
社会保険労務士事務所 あおぞらコンサルティング 

2009年9月8日 火曜日 [035号] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒101-0035 

東京都千代田区神田紺屋町 5矢野ビル4F 

電話：03-3526-4277  FAX：03-3526-4276 

担当：見目 

第2・第4火曜日発刊 

近年、仕事のストレス・超過勤務などによる精神障害や自殺で労災申請をするケースが増加 

しています。ここでは、精神障害等の労災補償状況と合わせて、厚生労働省が策定している 

精神障害に係る判断指針（平成21年4月一部改正）についてお知らせします。 

厚生年金保険料率が変更になります 
平成21年9月分（10月徴収分）から 注目 15.35% 

変
更
前 

15.704% 変
更
後 

精神障害等の労災補償状況
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（厚生労働省　精神障害等の労災補償状況より）
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精神障害等の労災補償状況 ／ 厚生労働省 より 

精神障害を発病した場合に業務上と認定される主なポイント 

発病前、概ね6ヶ月間に業務により何らかの強い心理的負荷がかかるような出来事があったか？ 

(例：役割・地位の変化による過大な責任発生、勤務形態の変化、ノルマの不達成、ひどい嫌がらせ・いじめなど) 

 

何らかの対策や支援を講じず、その「出来事」を持続し心理的負荷を拡大させてしまったか？ 

（結果、恒常的な長時間勤務になったなど） 

「業務以外の心理的負荷・要因」で発病している可能性が低いか？ 

（例：私生活上の環境の変化、既往歴、アルコール等依存、性格傾向など） 

 

「企業の労務管理責任」が問われ、またメンタルヘルス対策の必要性が高まっています。 

詳細は弊所にお問い合わせください。 

 

労災認定される可能性が高い 労災認定される可能性が低い 
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